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■令和元年度（最終年度）の達成目標 

竹パウダー（有機肥料）を用いた野外での作物試験栽培の実施 

→竹パウダーを施用した土壌中における微生物の多様性の変化を菌そう解析によって調査

を行い、竹パウダーが作物生育や土壌に及ぼす影響について考察する。 

→市販されている竹パウダーの性状や特徴について分析を行い、有機肥料として効果の高

い竹パウダーの性状について理解する。 

 

■令和元年度（最終年度）の進捗状況（9月末時点） 

平成 29 年度の補助事業において導入された竹チップ製造機を用いて、大学周辺の農家か

ら譲渡していただいた間伐竹材を一次破砕し、竹パウダーを製作して以後の作物試験栽培

に施用する予定であったが裁断した竹材では竹チップ製造機に竹が噛み込んでしまい、ベ

ルト部の破損や機械修繕に 1 週間以上かかることが数回発生したため、作物栽培開始時期

も考慮し、今年度は販売されている竹パウダーを用いて実験を行うこととなった。今年度は

昨年度プランターで実施した作物栽培実験を大学内グラウンド圃場とフィールド圃場で実

施した。圃場は対照区、竹パウダーを体積比で 0.5%〜20%程度含む処理区(5区)に区画化し、

小松菜、夏大根、ソルガムを栽培した。両圃場において虫害対策は実施したが予想以上に虫

害が発生し、小松菜、夏大根の最終的な収量データを得ることはできなかったが、昨年度行

ったプランターでの栽培実験と同様に栽培開始から 3-4 週間では 2%以上の竹パウダーを含

む処理区で窒素飢餓とみられる生育阻害が全ての作物で観察された。しかし、定植後 6週間

以上経過すると 2%以上の竹パウダーを含む処理区にあるソルガムの草丈は 2%以下の処理区

よりも高くなる傾向が見られた。これは、有機肥料となる竹パウダーの分解が進んだことに

よる窒素量の増加が要因であると考え、各処理区の土壌における炭素と窒素の比率（C/N 比）

の測定を実施した。その結果、20%以上の処理区でのみ窒素含有率の増加が見られた。さら

に竹パウダーが土壌に及ぼす影響について昨年度も実施した菌そう解析を行い、現在昨年

度データも合わせて解析を行なっているところである。 

今年度は市販されている竹パウダーを使用することとなったが、今後大学で竹パウダー

を製造するためにも現在市販されている竹パウダーの性状や特徴を知ることは重要である

と考え、市販されている竹パウダーの調査を行った。日本全国で放置竹林が問題となってい

るためか、多くの都道府県で竹パウダーを製造・販売する業者があり、それらの価格も 1kg 

1000 円から 50円と大きな開きがあることがわかった。現在、いくつか業者から竹パウダー

を購入し、それらの性状や特徴の違いについても分析・調査を実施しているところである。 


